
グラフ：削減量あたりの投資対効果（円/t-CO2）：単年度 

 省エネ努力の投資対効果推移  
■自主行動計画から継続して弛み無い省エネ努力を実施。 
■投資対効果は、従前に比較して厳しい傾向にある。 
    ●CO2排出削減量当たりの投資対効果 

●省エネ量（エネルギー消費削減量）当たりの投資対効果 
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削減量あたりの投資対効果（円/t-CO2）：単年度 

削減量あたりの投資対効果（円/原油kL）：単年度 

削減量あたりの投資額 
＝6.6万円/t-CO2 08-12年度平均 

低炭素社会実行計画 

削減量あたりの投資額 
＝11.4万円/原油kL 08-12年度平均 

削減量あたりの投資額 
＝7.6万円/t-CO2 2014年度 

削減量あたりの投資額 
＝16.9万円/原油kL 2014年度 

 【別紙９】 


